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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第48期
第１四半期
連結累計期間

第49期
第１四半期
連結累計期間

第48期

会計期間
自  平成24年４月21日
至  平成24年７月20日

自  平成25年４月21日
至  平成25年７月20日

自  平成24年４月21日
至  平成25年４月20日

売上高 (千円) 1,465,604 1,390,754 7,264,199

経常利益 (千円) 81,252 38,056 753,033

四半期(当期)純利益 (千円) 47,025 14,820 505,487

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 46,856 18,781 511,835

純資産額 (千円) 7,602,862 7,658,410 7,679,391

総資産額 (千円) 10,451,084 10,552,928 10,728,196

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 7.53 2.61 81.86

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 70.44 70.17 69.22

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額は、潜在株式がないため記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。　
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子

会社）が判断したものであります。

(1)　業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、円安、株高を背景に景気が持ち直しに向かいました

が、海外経済の下振れ懸念は依然として払拭されず、先行きはなお不透明な状況が続いております。

　このような状況のもと、当社グループでは、国・自治体による学校校舎耐震化に加え、新たに理科教育設

備整備の大型予算が組まれたことから理科学機器設備の販売に注力しました。一方で、国内エレクトロニ

クス業界においては設備投資の低迷が続き、産業用機器が低調に推移しました。

　この結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高13億90百万円（前年同期比5.1％減）、営業利益

30百万円（同59.5％減）、経常利益38百万円（同53.2％減）、四半期純利益14百万円（同68.5％減）とな

りました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

①　理科学機器設備

文教市場に対する実習台や収納戸棚類、理科実験用機械器具の売上が増加した他、アジア地域に対する

滅菌器の販売が好調でしたが、当四半期においては利益面までカバーするに至らず、売上高は８億21百万

円（前年同期比14.1％増）、セグメント損失は12百万円（前年同期は37百万円のセグメント損失）とな

りました。

②　保健医科機器　

救急資機材の買替え需要が当四半期では減少したことと、民間市場向けＡＥＤ成約の先送りが多発し

たことから、売上高は３億88百万円（前年同期比9.5％減）、セグメント利益は51百万円（同26.8％減）

となりました。

③　産業用機器

国内においては半導体・液晶パネルなどエレクトロニクス関連産業の低迷により、保温・加熱用テー

プヒーター並びに環境試験装置の売上が低調に推移した他、国外においても環境試験装置の大口物件が

減少したため、売上高は１億80百万円（同42.9％減）、セグメント損失は0百万円（前年同期は47百万円

のセグメント利益）となりました。
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(2)　財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の総資産は105億52百万円となり、前連結会計年度末に比べて１億75百万

円減少しました。これは主に、受取手形及び売掛金が４億49百万円減少する一方、商品及び製品が２億17

百万円増加したこと等によるものであります。負債は28億94百万円となり、前連結会計年度末に比べて１

億54百万円減少しました。これは主に、賞与引当金が１億９百万円減少したこと等によるものでありま

す。純資産は前連結会計年度末に比べて20百万円減少し76億58百万円となり、自己資本比率は70.2％とな

りました。　

(3)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありませ

ん。

(4)　研究開発活動

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動金額は、38,144千円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 27,200,000

計 27,200,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年７月20日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年８月30日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,801,760 6,801,760
名古屋証券取引所
市場第二部

単元株式数は1,000株であり
ます。

計 6,801,760 6,801,760― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　
　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年４月21日～
　平成25年７月20日

― 6,801,760 ― 787,299 ― 676,811
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成25年７月20日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)　　　　
　　　　　　

1,123,000
― ―

完全議決権株式(その他) 5,672,000 5,672 ―

単元未満株式 6,760 ― ―

発行済株式総数 6,801,760― ―

総株主の議決権 ― 5,672 ―

(注) １ 「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式973株が含まれております。

２　当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成25年４月20日)に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成25年７月20日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社ヤガミ

名古屋市中区丸の内三丁
目２番29号

1,123,000 ― 1,123,00016.51

計 ― 1,123,000 ― 1,123,00016.51

  

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成25年４月21日

から平成25年７月20日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月21日から平成25年７月20日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、監査法人東海会計社による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年４月20日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年７月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,547,944 2,603,459

受取手形及び売掛金 ※
 2,190,361

※
 1,740,900

有価証券 2,118,253 2,086,111

商品及び製品 783,286 1,000,854

仕掛品 73,942 105,239

原材料及び貯蔵品 270,627 266,234

繰延税金資産 92,563 76,336

その他 134,218 173,859

貸倒引当金 △4,945 △4,138

流動資産合計 8,206,252 8,048,856

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 440,392 432,918

土地 1,346,573 1,346,573

その他（純額） 54,799 56,533

有形固定資産合計 1,841,765 1,836,025

無形固定資産

ソフトウエア 87,271 82,289

ソフトウエア仮勘定 420 －

その他 4,492 4,492

無形固定資産合計 92,183 86,781

投資その他の資産

投資有価証券 240,975 241,703

繰延税金資産 153,373 143,807

その他 199,248 201,176

貸倒引当金 △5,602 △5,423

投資その他の資産合計 587,995 581,264

固定資産合計 2,521,944 2,504,072

資産合計 10,728,196 10,552,928
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年４月20日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年７月20日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,576,410 1,540,786

1年内償還予定の社債 10,000 －

未払金 134,220 96,830

未払法人税等 21,791 1,850

賞与引当金 161,265 52,056

その他 140,097 184,216

流動負債合計 2,043,785 1,875,741

固定負債

繰延税金負債 115,355 113,302

退職給付引当金 260,894 266,968

役員退職慰労引当金 322,064 327,396

その他 306,704 311,109

固定負債合計 1,005,019 1,018,776

負債合計 3,048,804 2,894,518

純資産の部

株主資本

資本金 787,299 787,299

資本剰余金 676,811 676,811

利益剰余金 6,590,546 6,565,622

自己株式 △658,117 △658,136

株主資本合計 7,396,539 7,371,596

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 29,546 33,006

その他の包括利益累計額合計 29,546 33,006

少数株主持分 253,305 253,807

純資産合計 7,679,391 7,658,410

負債純資産合計 10,728,196 10,552,928
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月21日
　至 平成24年７月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月21日
　至 平成25年７月20日)

売上高 1,465,604 1,390,754

売上原価 895,726 867,660

売上総利益 569,878 523,094

販売費及び一般管理費 493,707 492,273

営業利益 76,170 30,820

営業外収益

受取利息 659 635

有価証券利息 2,357 969

受取配当金 2,500 1,840

不動産賃貸料 6,551 60

その他 1,175 4,383

営業外収益合計 13,244 7,888

営業外費用

支払利息 94 94

社債利息 44 12

不動産賃貸費用 7,348 －

その他 675 546

営業外費用合計 8,163 652

経常利益 81,252 38,056

特別損失

固定資産売却損 147,294 －

固定資産除却損 － 388

特別損失合計 147,294 388

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△66,041 37,668

法人税、住民税及び事業税 1,585 673

法人税等調整額 △117,995 21,673

法人税等合計 △116,410 22,346

少数株主損益調整前四半期純利益 50,368 15,321

少数株主利益 3,343 501

四半期純利益 47,025 14,820
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月21日
　至 平成24年７月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月21日
　至 平成25年７月20日)

少数株主損益調整前四半期純利益 50,368 15,321

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △3,511 3,459

その他の包括利益合計 △3,511 3,459

四半期包括利益 46,856 18,781

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 43,513 18,279

少数株主に係る四半期包括利益 3,343 501
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※  四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。

なお、当四半期連結会計期間の末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

が四半期連結会計期間末日残高に含まれております。
　

　
前連結会計年度

(平成25年４月20日)
当第四半期連結会計期間
(平成25年７月20日)

受取手形 27,254千円 65,082千円

　

(四半期連結損益計算書関係)

該当事項はありません。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりでありま

す。
　

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月21日
至  平成24年７月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月21日
至  平成25年７月20日)

減価償却費 29,653千円 23,688千円

　　
　

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月21日  至  平成24年７月20日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年７月10日
定時株主総会

普通株式 37,468 ６ 平成24年４月20日 平成24年７月11日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月21日  至  平成25年７月20日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年７月９日
定時株主総会

普通株式 39,744 ７ 平成25年４月20日 平成25年７月10日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月21日  至  平成24年７月20日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結損
益計書計上額

(注)２
理科学機器設

備
保健医科
機器

産業用
機器

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 720,391429,541315,6711,465,604 ― 1,465,604

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 720,391429,541315,6711,465,604 ― 1,465,604

セグメント利益又は損失(△) △37,19770,14747,67880,629 623 81,252

(注) １　セグメント利益又は損失(△)の調整額は、報告セグメントに帰属しないものであります。 

２　セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

　

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月21日  至  平成25年７月20日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結損
益計書計上額

(注)２
理科学機器設

備
保健医科
機器

産業用
機器

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 821,757388,770180,2261,390,754 ― 1,390,754

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 821,757388,770180,2261,390,754 ― 1,390,754

セグメント利益又は損失(△) △12,90251,315 △986 37,427 629 38,056

(注) １　セグメント利益又は損失(△)の調整額は、報告セグメントに帰属しないものであります。 

２　セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月21日
至  平成24年７月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月21日
至  平成25年７月20日)

　　１株当たり四半期純利益金額 ７円53銭 ２円61銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額(千円) 47,025 14,820

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 47,025 14,820

　　普通株式の期中平均株式数(株) 6,244,787 5,677,779

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額は、潜在株式がないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。　

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年８月29日

株式会社ヤガミ

取締役会  御中

　

監査法人東海会計社

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    前  田   勝　昭 　　   印

　
代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    塚　本　 憲　司　　　  印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社ヤガミの平成25年４月21日から平成26年４月20日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成
25年４月21日から平成25年７月20日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月21日から平成25年７月
20日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結
包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ヤガミ及び連結子会社の平成25年７
月20日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していな
いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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